
大村 駿介
済生会中央病院での初期研修が終わろうとしています。当院では 1年次当初より、初期研修
医もチーム医療の戦力としてみなされて医療に携わることができます。振り返れば、右も左
もわからなかった頃から、重症な患者にも対応ができる能力まで身につきました。今後専攻
医となり、これまで以上の責任がのしかかることに不安はありますが、当院で 2年間研修す
れば自信をもって専門研修に望むことができます。熱心な先生方にときには厳しく指導され
ることもありましたが、同期で励まし合い、勉強し、教え合う文化が当院にはあります。充
実した 2年間でした。

小川 稜平
済生会中央での研修を 2年間修了して大事だと思うことは、自ら考えて行動することの重要
さです。今後専門領域に進んでも当院で培った習慣を実践して研鑽を積みたいと考えていま
す。優秀な研修医同期、先輩、後輩の方々、指導医の先生方には深謝申し上げます。

北出 実鈴
2 年間の研修では、救急診療を含め幅広い症例を経験し、多くの学びを得ることができまし
た。上級医の先生方のご指導のもと、多くの方々に支えられながら日々の診療に向き合い、
医師としての基礎を身につけることができました。支えてくださった皆様に心より感謝申し
上げます。

北野 太晟
済生会中央での初期臨床研修は楽しいです。この 2年間最高の環境や指導体制のもとで、素
晴らしい上級医、同期、後輩に囲まれ充実した生活を送ることができました。やりがいのあ
る研修生活を志す方はぜひ 1度見学にいらしてください。

須山 隼
もし僕がもう一度初期研修病院を選び直せるとしても確実に済中を選びます。そう断言でき
るほど済中での 2年間、医師としての第一歩を踏み出すにあたり充実した研修を積むことが
できました。今後の医師人生を歩む上で目標となる先生方に囲まれて、そんな環境を与えて
くださった病院には感謝しかありません。みなさんもぜひ済中での研修の良さを体感しに見
学に来てください。



津村 柚那
2年間の研修を振り返ると、「自ら考え、動く」ことの重要性を実感した日々でした。当院は
研修医の主体性を尊重し、意欲に応えてくれる環境が整っています。迷ったときには指導医
の先生方が適切なタイミングで助言をくださり、多くの症例を通して知識や技術だけでなく、
医師としての姿勢も学ぶことができました。温かい先生方や最高の同期に支えられ、全力で
駆け抜けたこの2年間は、これからも自分を支えてくれる大きな糧になると確信しています。

生田目 英諄
長いようであっという間の研修医 2年間でした。憧れの研修病院で過ごした毎日で、大きく
成長することができたと感じています。
東京のど真ん中でここまで手を動かし学べる研修病院はないと思います。先輩方が築いてき
た信頼のおかげで沢山のチャレンジの機会を頂けます。
専門研修のステージでも、済中で培った基礎を大事に、研鑽していきたいと思います。
2年間大変お世話になりありがとうございました。

古屋 史歩
当院での研修は「まず自ら手を動かし考える」機会に溢れ、日々実践を通じて成長を実感で
きました。熱心な指導医の先生方はもちろん、多職種の方々が病院全体で研修医を育てる温
かい文化があります。この最高の環境でさらに研鑽を積みたいと考え、4 月からも内科専攻
医として当院に残る決意をしました。刺激的で学びの多い当院の雰囲気を、ぜひ一度見学に
来て肌で感じてみてください。皆さんと働ける日を楽しみにしています。

丸屋 黎奈
初期臨床研修の 2年間を振り返り、この病院で医師としての第一歩を踏み出せたことを心か
ら嬉しく思います。熱心にご指導くださった上級医の先生方、そして常に切磋琢磨し、向上
心あふれる同期の存在が何よりの支えでした。研修医の裁量が大きく、多くの症例や手技に
触れる機会に恵まれたこの環境で、一歩ずつ着実に成長できたと感じています。ここで得た
学びと絆を糧に、これからも真摯に医療に向き合っていきたいです。

村山 豪宏
済中で過ごす 2年間もあと僅かとなりました。研修医が主体的に学ぶことを基本に、同期と
切磋琢磨し、困ったときは先輩や上級医が手厚くサポートしてくださいました。議論を重ね



ながら診療に向き合った日々はかけがえのない財産となりました。医師としてスタートを切
るのに最高の環境であったと胸を張って言えます。済中で培った経験を糧に専門研修へ全力
で取り組みたいと思います。2年間、本当にありがとうございました。

吉見 公志
2 年間の初期研修が終わりを迎えます。初期研修の期間はこれからの医学へ取り組む姿勢を
涵養するにあたり大変重要であることは 言うまでもないと思いますが、その質が病院に依
存するところが大きいという時代は古いのかも しれません。能動的に考え、動き、知的探究
心を持ち続けられる人ならば、ある程度以上の病院にいけばあとはその人次第だと考えます。
そんな人たちを少なくとも無下にしない環境だと考えます。


